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	3-1.  埋立管理
	(1) 場外より進入してくる搬入車両の誘導等の安全管理を徹底する。
	(2) 計量機による搬入（埋立処分）量の把握をする。
	(3) 廃棄物の搬入チェック（埋立不適物の搬入監視）を行う。
	(1) 埋立場所等の移動に伴う搬入道の切替え及び搬入車両の誘導並びに指示。
	(2) 埋立計画（層状埋立）の遵守および指導。

	3-2.  主要施設の管理
	外周雨水排水路, 貯留槽等：点検, 清掃。（流木, 笹葉, 堆積土砂等の除去）
	(1) 埋立初期の集排水工（フィルター材）の成形保持。
	(2) 吸水マンホール内の堆積土砂の除去及び有孔部（フィルター）の目詰まり等による、浸出水位状況の定期点検, 目詰まり物の除去。
	(1) 貯留槽等,計量機,搬入道路,侵入防止柵,堰堤等の定期的な機能点検及び維持補修。
	(2) 処分場の総括的な管理運営のための事務所等の維持管理。

	3-3.  水質検査
	定期的に浸出液処理設備の放流水及び周縁地下水または周辺水域の水質検査を実施　する。
	なお、廃棄物処理施設の放流水の水質の検査方法は、「環境庁長官が定める排水基準に係る検査方法を定める等の件」（昭和49年9月30日,環境庁告示第64号）に規定する方法によるものとする。なお、塩素イオン濃度については、日本工業規格ＫＯ102, 25に規定する方法によるものとする。

	3-4.  維持管理の記録
	処分場の維持管理にあたって行った点検, 検査その他の措置の記録を作成し5年間保存する。
	(1) 一般廃棄物の飛散及び流出の防止に関する事項
	一般廃棄物の飛散防止対策として最も効果的な即日覆土を徹底する。また、天然の沢地形状を利用し埋立地周辺への飛散を防止する。
	(2) 公共の水域及び地下水の汚染防止に関する事項
	処分場から発生する浸出水に対しては、浸出水集排水設備によって集排水し、浸出水処理施設によって処理した後に放流し、公共水域への影響を最小限にとどめる計画である。また、処分場は全面しゃ水シートを敷設し、浸出水の地下浸透を防止する。環境モニタリングとして原水、放流水をサンプリングし、地下水の水質試験を定期的に実施する。
	(3) 火災発生防止に関する事項
	火災発生の未然防止対策として即日覆土を徹底するものとするが、万一の火災発生に対しては防火水槽（40㎥）により初期消火を実施する。


